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私
達
の
町
会
は
、
福
生
病
院
と
福
生
第

二
中
学
校
の
間
に
あ
り
ま
す
。

　

七
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
夏
祭
り
は
、
盆

踊
り
大
会
・
祭
礼
で
町
会
ぐ
る
み
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
盆
踊
り
大
会
当
日
に

は
、
町
内
の
青
年
部
、
神
輿
会
、
囃
子

連
、
二
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
育
な
ど
の
諸
団

体
が
模
擬
店
を
出
店
。
会
場
は
焼
き
そ
ば

や
焼
き
鳥
の
い
い
匂
い
が
立
ち
昇
っ
て
い

ま
す
。
パ
パ
マ
マ
と
一
緒
の
子
供
達
の
笑

顔
が
会
場
に
い
っ
ぱ
い
。

　

そ
ん
な
中
、
盆
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。

福
生
第
六
小
学
校
の
生
徒
や
飛
入
り
が
輪

に
入
っ
て
踊
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
当
町
会
に
と
っ
て
30
数
年
続

い
て
お
り
ま
す
最
大
行
事
の
〝
ど
ん
ど
焼

き
〟
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
ん
ど
焼
き
は
、
ふ
た
け
た
会
を
中
心
に

前
年
の
12
月
よ
り
準
備
を
進
め
、
成
人
式

の
日
に
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
願
っ
て

執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
大
勢
の

町
会
員
を
は
じ
め
、
近
隣
の
人
々
が
集
い

賑
わ
い
を
見
せ
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
４
年
ぶ
り
に
〝
盆
踊

り
〟
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
ふ
た
け

た
会
が
焼
き
そ
ば
や
焼
き
鳥
、
子
供
達
に

ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
の
屋
台
を
出
店
し
、
集
ま

っ
た
多
く
の
町
会
員
が
久
々
の
行
事
に
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

志
茂
第
一
町
会
は
、
福
生
市
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
新
奥
多
摩
街
道
か
ら
多
摩

川
ま
で
の
間
に
あ
り
ま
す
。

　

当
町
会
は
壮
友
会
、
ふ
た
け
た
会
、
子

供
会
、
神
輿
会
、
囃
子
連
な
ど
の
団
体
を

有
し
町
会
と
連
携
し
て
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
期

に
は
、
町
会
活
動
が
自
粛
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
マ
ス

ク
並
び
に
手
洗
い
用
洗
剤
を
町
会
員
全
世

帯
に
配
布
、
感
染
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

翌
週
は
祭
礼
で
早
朝
か
ら
浅
草
や
近
隣

か
ら
の
応
援
の
担
ぎ
手
が
集
ま
り
ま
す
。

疫
病
退
散
、
家
内
安
全
を
願
い
町
内
を
渡

御
、
山
車
巡
行
。
本
祭
り
は
福
生
駅
東
口

西
友
前
で
５
町
会
の
山
車
、
神
輿
の
競
演

が
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
観
客
が
見
守
る

中
で
演
者
の
死
に
物
狂
い
の
演
技
は
圧

巻
。　
　
　
　
　
　

（
４
頁
に
つ
づ
く
）山車を舞台に圧巻の演技

無病息災を願う最大行事「どんど焼き」

やぐらでは浴衣の
華やかさが際立つ

４年ぶりの盆踊り大会に役員も大忙し

模擬店でにぎわう盆踊り大会の会場
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にぎわい

にぎわい

楽
し
く
集
う
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こ
れ
か
ら
も
、
志
茂
第
一
町
会
の
会
員

で
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
町
会
運

営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。


